
基
本
目
標

主
な
事
業

特
集
特
集　
令
和
８
年
度
施
政
方
針
・
当
初
予
算

令
和
８
年
度
施
政
方
針
・
当
初
予
算

施
政
方
針

肝付町長　永野和行

　

令
和
８
年
度
の
町
政
運
営
に
臨
む

に
あ
た
り
、
私
の
所
信
の
一
端
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
国
は
今
、
人
口
減
少
や
物
価

高
騰
、
さ
ら
に
は
頻
発
・
激
甚
化
す

る
自
然
災
害
へ
の
対
応
な
ど
、
複
合

的
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
国

が
「
地
方
か
ら
の
再
生
」
を
掲
げ
、

県
も
市
町
村
と
の
連
携
を
一
層
重
視

す
る
中
、
本
町
に
お
い
て
も
社
会
情

勢
の
変
化
を
的
確
に
捉
え
、
持
続
可

能
な
地
域
社
会
の
構
築
を
着
実
に
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
町
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
少
子

高
齢
化
と
い
う
厳
し
い
課
題
が
あ
る

一
方
で
、
宇
宙
関
連
事
業
の
進
展
や

一
次
産
業
の
振
興
、
移
住
・
定
住
の

広
が
り
な
ど
、
将
来
へ
の
明
る
い
兆

し
も
見
え
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様

が
こ
の
町
に
誇
り
を
持
ち
、
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
こ
そ
、
私
に
課
せ
ら
れ
た
最

大
の
使
命
で
す
。

　

本
年
度
は
「
第
２
次
総
合
振
興
計

画
後
期
基
本
計
画
」
の
総
仕
上
げ
の

年
で
あ
り
、
次
期
計
画
へ
の
確
か
な

一
歩
を
踏
み
出
す
年
で
も
あ
り
ま

す
。
皆
様
の
声
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
に
活

用
し
、「
地
域
力
あ
ふ
れ
る
町
」
の

実
現
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

■
持
続
可
能
で
活
力
あ
る
肝
付
町
の
実
現
へ

地域が核となり、
協働型社会を実現する
まちづくり

行財政・協働
人が行き交い、
自然と共生する、
笑顔あふれるまちづくり

生活環境

地域が一体となって
支え合う健やかで
安心なまちづくり

保健・福祉
生きがいと心豊かな人
材、伝統と文化を育む
まちづくり

教育・文化

地域資源のブランド化と
融合により、新たな活力
を創生するまちづくり

経済・産業

    令和８年度の施策は、

  ５つの基本目標から
　　構成されています。

01

02

0304

05

基
本
目
標
１
．【
経
済
・
産
業
】

●
農
業
・
畜
産
の
振
興

●
林
業
・
水
産
業

●
商
工
・
観
光
・
宇
宙

地
域
資
源
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
融
合

に
よ
り
、
新
た
な
活
力
を
創
生
す

る
ま
ち
づ
く
り

●
脱
炭
素
社
会

基
本
目
標
２
．【
生
活
環
境
】

人
が
行
き
交
い
、
自
然
と
共
生
す

る
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

●
イ
ン
フ
ラ
整
備

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
Ｄ
Ｘ
の
推
進

●
地
域
公
共
交
通

●
防
災
・
安
全

●
移
住
・
定
住

基
本
目
標
３
．【
保
健
・
福
祉
】

●
子
育
て
支
援

●
高
齢
者
・
障
が
い
者
等
の
支
援

●
健
康
・
医
療

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
支
え
合
う

健
や
か
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

基
本
目
標
５
．【
行
財
政
・
協
働
】

地
域
が
核
と
な
り
、
協
働
型
社
会

を
実
現
す
る
ま
ち
づ
く
り

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊

●
多
文
化
共
生

基
本
目
標
４
．【
教
育
・
文
化
】

●
学
校
教
育

●
施
設
の
複
合
化

●
生
涯
学
習
・
文
化
財

生
き
が
い
と
心
豊
か
な
人
材
、
伝

統
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り


